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ॳ
ظ
ੜ
ҭ
を
֬
อ
͢
る
た

め
の
ج
ຊ
త
ͳ
ਫ
؅
理

Ҵ
の
׆
ண
ݶ
ք
温
度
は
໿
12

～
13
℃
、
׆
ண
࠷
適
温
度
は
25

～
30
℃
と
さ
れ
て
お
り
、
Ҡ
植

後
は
低
温
や
強
෩
か
ら
බ
を
保

ޢ
し
、
葉
਎
か
ら
の
ৠ
ࢄ
を
཈

え
る
た
め
、
水
ਂ
を
̑
㌢
㍍
程

度
と
し
ま
す
。
ซ
ͤ
て
୷
水
に

よ
る
保
温
ޮ
果
で
、
৽
ࠜ
発
生

と
׆
ண
を
ଅ
し
ま
す
。
׿
水
は

水
温
の
高
い
夕
方
か
、
ా
໘
水

と
用
水
の
温
度
ࠩ
の
খ
さ
い
早

朝
に
行
い
、
日
中
は
ࢭ
水
と
し

て
日
光
に
よ
り
地
水
温
を
上
ঢ

さ
ͤ
ま
す
。
׆
ண
が
଎
や
か
に

行
わ
れ
れ
͹
分
͛
つ
の
開
࢝
も

早
く
な
り
ま
す
。

׆
ண
後
は
、
強
෩
時
、
低
温

時
を
除
い
て
基
本
త
に
２
～
３

㌢
㍍
の
ઙ
水
と
し
ま
す
。
Ҵ
は
、

׆
ண
す
る
と
、
分
͛
つ
を
開
࢝

し
、
分
͛
つ
は
、
日
中
の
水
温

が
高
く
、
日
較
ࠩ
が
େ
き
い
΄

Ͳ
૿
加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ઙ
水
と
し
、
日
中
の
水
温
が
上

が
り
や
す
く
、
໷
間
の
水
温
が

下
が
り
や
す
い
状
況
を
作
る
こ

と
が
େ
੾
で
す
。

ਫ
؅
理
に
よ
る
ϫ
Ωớ
౔
৕

の
ҟ
ৗ
ؐ
ݩ
Ờର
ࡦ

ۙ
年
、
分
͛
つ
期
に
お
い
て
、

୷
水
状
ଶ
で
気
温
の
高
い
日
が

ଓ
い
た
場
合
に
、
土
৕
の
ؐ
ݩ

が
進
Έ
、
生
育
に
༗
֐
な
ེ
化

水
ૉ
や
༗
ػ
ࢎ
等
が
発
生
す
る

ワ
Ω
が
ݟ
ら
れ
ま
す
。
ะ
場
に

଍
を
౿
Έ
入
れ
た
ࡍ
に
気
๐
が

੝
Μ
に
発
生
す
る
よ
う
な
ะ
場

で
は
、
ࠜ
の
׆
力
の
低
下
、
ࠜ

の
৳
ு
཈
੍
、
஠
ૉ
ٵ
収
の
遅

延
、
ס
෺
生
産
の
ෆ
ྑ
に
よ
り
、

葉
৭
の
低
下
や
分
͛
つ
の
཈
੍

੍
の
ݪ
Ҽ
の
１
つ
と
し
て
、
ະ

分
ղ
Ҵ
わ
ら
の
य़
ߞ
ى
時
の
す

き
ࠐ
Έ
が
あ
り
ま
す
。
ࣸ
ਅ
３

の
よ
う
に
、
ະ
分
ղ
Ҵ
わ
ら
ࢪ

用
の
༗
無
で
、
分
͛
つ
期
の
Ҵ

の
৽
ࠜ
の
発
生
量
が
ม
わ
っ
て

き
ま
す
。
Ҵ
わ
ら
は
水
ా
作
に

と
っ
て
、
༗
ػ
෺
ิ
څ
に
よ
る

地
力
ҡ
࣋
、
έ
イ
ࢎ
ڙ
څ
等
の

ϝ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
ۙ
年
、
土
৕
̿
)
が
低
下
し

て
き
て
お
り
、
લ
年
の
収
穫
後

～
ߞ
ى
ま
で
の
間
の
土
৕
ඍ
生

෺
の
׆
ಈ
が
低
下
し
、
Ҵ
わ
ら

の
෗
ख़
が
進
ま
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
地

力
஠
ૉ
が
ଟ
く
、
土
৕
̿
)
が

高
く
、
ะ
場
の
ഉ
水
性
が
ྑ
޷

で
޷
気
త
な
条
件
΄
Ͳ
Ҵ
わ
ら

෗
ख़
が
ଅ
進
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

作
土
ਂ
も
ઙ
く
な
る
傾
向
に
あ

り
、
ߞ
ى
時
に
す
き
ࠐ
ま
れ
る

Ҵ
わ
ら
の
作
土
ਂ
あ
た
り
の
ີ

೶ۀ総合研究ηϯλʔ
ਫా೶ۀ研究ॴ

ᜊ　౻　　׮

ॳظ生ҭ֬อのͨΊの
ഓ؅ཧのϙΠϯト࠿

が
Ҿ
き
ى
こ
さ
れ
ま
す
。
表
１

を
参
考
に
早
め
の
水
ަ
׵
や
ా

ׯ
し
で
Ψ
ス
ൈ
き
を
行
い
、
ࠜ

に
ࢎ
ૉ
を
ڙ
څ
し
ま
し
Ỷ
う
。

度
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ワ
Ω
対
策
と
し
て
、

水
؅
理
だ
け
で
な
く
、
ะ
場
の

४
備
ஈ
階
で
の
ळ
ߞ
や
ア
ル
カ

リ
資
材
の
౤
入
、
ഉ
水
性
の
վ

ળ
、
作
土
ਂ
の
確
保
も
重
要
で

す
。

্
ख
ͳ
আ
૲
ࡎ
の
࢖
͍
ํ

庄
内
地
域
で
は
、
ώ
Τ
、
ホ

タ
ル
イ
と
い
っ
た
一
年
生
ࡶ
草

の
他
、
オ
Ϟ
ダ
カ
や
ク
ϩ
ά
ワ

イ
な
Ͳ
の
ଟ
年
生
ࡶ
草
が
࢒
る

こ
と
が
ଟ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ώ
Τ
の
࢒
草
に
つ
い
て
は
、
ۙ

年
の
Ҡ
植
後
の
高
温
、
ଟ
照
で

ώ
Τ
の
葉
ྸ
進
ల
が
早
ま
り
、

除
草
ࡎ
の
処
理
晩
ݶ
を
超
え
て

し
ま
う
こ
と
が
ݪ
Ҽ
の
一
つ
で

す
。
ώ
Τ
や
ホ
タ
ル
イ
の
࢒
草

は
、
ൗ
点
ถ
カ
ϝ
Ϝ
γ
ྨ
に
よ

る
ඃ
֐
૿
加
の
要
Ҽ
に
も
な
る

た
め
注
意
が
ඞ
要
で
す
。
ґ
વ

と
し
て
ଟ
く
の
࢒
草
が
ݟ
ら
れ

る
ะ
場
で
は
、
表
２
を
参
考
に

ޮ
果
త
な
除
草
ࡎ
の
࢖
用
方
๏

を
࠶
確
ೝ
し
ま
し
Ỷ
う
。

ま
た
、
ۙ
年
で
は
高
ີ
度
播

種
බ
栽
培
が
૿
え
て
お
り
、
ॆ

࣮
度
の
低
い
බ
を
Ҡ
植
す
る
場

໘
が
ݟ
ら
れ
ま
す
。
බ
の
ॆ
࣮

度
が
低
い
΄
Ͳ
、
除
草
ࡎ
ス
ト

表１.ϫΩのఔ౓ͱରࡦ

表２. আ૲ࡎのޮՌతར༻νΣοΫϦετ

ʢݝܗࢁ೶ྛਫ࢈෦ʮҴ作ࢦ਑ʯΛߟࢀʹ作੒ʣ

図１. ϫΩΛ཈͑Δਫ؅理のΠϝʔδ図ʢॳ期আ૲ࡎʴҰ発আ૲ࡎʣ

ࣸਅ１. ༗Γɹ͠ׯా：্
ɹɹɹɹԼ：ా͠ׯແ ʢ্݄̒͠०ɺϫΩの͍ڧะ৔ʣ

ࣸਅ２. の༗ແʹΑΔ͠ׯా
ɹɹɹɹࠜ のҧ ʢ͍݄̒ １̌ 日ʣ

ࣸਅ３. ະ෼ղҴΘΒ͖͢ࠐ
ɹɹɹ ΈのӨڹʢ݄̒ ２̌ 日ʣ

ϫΩのఔ౓の໨҆ 生育΁のӨڹ ରࡦ

ਫ
ా
ʹ
଍
Λ

౿
Έ
ࠐ
Ή
ͱ

Θ͔ͣʹؾ๐の発生͕ΈΒΕΔ ͳ͠ ʵ

๐の発生͕ଟ͍ؾ ࠜのྗ׆௿Լ ਫަ׵

੝Μʹؾ๐Λ発生͢Δ ࠜுΓෆྑ ໷ؒམਫɺ
͠ׯా

੖ఱ時ࣗવʹؾ๐Λ発生͠ɺ
Ի͕ฉ͑͜Δ

ࠜの৳長્֐ɺ
஍্෦ԫԽ ͠ׯా

Ϩ
ス
に
よ
る
生
育
཈
੍
が
強
く

な
る
こ
と
が
஌
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
ີ
度
播
種
බ
は
ු
き

බ
や
స
び
බ
が
ଟ
い
傾
向
に
あ

り
、
ࠜ
が
࿐
出
し
や
す
い
こ
と

か
ら
も
除
草
ࡎ
の
影
響
を
ड
け

や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

高
ີ
度
播
種
බ
栽
培
で
の
除
草

ࡎ
は
ా
植
え
同
時
処
理
を
行
わ

ず
、
׆
ண
を
確
ೝ
し
た
後
に
ࢄ

෍
し
ま
し
Ỷ
う
。

Ω
の
཈
੍
に
ޮ
果
が
高
く
、
か

つ
除
草
ࡎ
の
ޮ
果
も
ଛ
な
わ
れ

ま
ͤ
Μ（
こ
の
点
に
つ
い
て
の

詳
細
は
庄
内
農
Ո
の
༑
ྩ
࿨

４
年
12
月
߸
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）。
以
上
の
؅
理
を
行
な
っ

た
Ҵ
は
、
ࣸ
ਅ
１
ỏ
２
の
よ
う

に
、
ࠜ
の
ס
෺
重
が
૿
加
し
、

下
位
葉
が
ྲྀ
れ
葉
と
な
ら
ず
直

ཱ
し
、
ද
૚
ണ
離
が
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

ะ
৔
の
४
උ
ஈ
֊
Ͱ
の
ϫ

Ω
ର
ࡦ

ワ
Ω
に
よ
る
ॳ
期
生
育
の
཈

昨
年
は
活
着
が
良
好
で
し
た
が
、
分
げ
つ
期
の
6
月
前
半
の
低
温
・
少
照
に
よ
り
、
平
年
よ
り
も
初
期
の
生
育
量
が
大
き
く
減
少
し

た
年
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
穂
数
不
足
か
ら
籾
数
の
少
な
い
圃
場
、
1
穂
籾
数
が
多
く
な
り
籾
数
過
剰
に
よ
り
登
熟
不
良
と
な
っ
た
圃

場
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
加
え
て
こ
こ
数
年
は
、
ワ
キ（
土
壌
の
異
常
還
元
）に
よ
り
生
育
が
遅
延
し
、
思
う
よ
う
に
分
げ
つ
が
確
保
で
き

な
い
圃
場
も
見
ら
れ
ま
す
。
高
品
質
良
食
味
米
生
産
、
安
定
多
収
の
た
め
に
は
、
適
正
な
籾
数
確
保
、
登
熟
の
向
上
が
重
要
で
す
が
、

こ
の
た
め
に
は
、
生
育
を
制
御
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
土
台
を
つ
く
る
初
期
生
育
の
確
保
は
、
水
管
理
の
影
響

を
大
き
く
受
け
ま
す
。
今
回
は
移
植
後
の
適
切
な
水
管
理
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
す
。

Ҡ植 ண期׆ ༗ޮ෼͛ͭ期 ༗ޮ෼͛ͭऴࢭ期

5月 6月
�� ��

ਫ管理
日中ઙਫ・໷間かΜ͕͍

ॳظআ૲ࡎ Ұൃআ૲ࡎ

一発除草剤散布前
౔৕ؐݩ（ϫΩ）をݟӽͯ͠

1～3日 田干し、水交換
6月　౔৕ؐݩ（ϫΩ）͕ �Δલに·ڧ
1～3日 田干し、夜間落水、水交換

ワ
Ω
は
、
୷
水
・
୅
か
き
後

か
ら
ঃ
ʑ
に
進
行
し
、
̑
月
下

旬
～
̒
月
に
か
け
て
そ
の
程
度

は
強
く
な
り
ま
す
。
除
草
ࡎ
ࢄ

෍
後
は
、
７
日
間
୷
水
状
ଶ
を

保
つ
ඞ
要
が
あ
る
た
め
、
そ
の

間
に
ؐ
ݩ
が
進
Έ
や
す
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
に
ॳ
期

除
草
ࡎ
ʴ
一
発
除
草
ࡎ
の
ମ
ܥ

で
は
、
以
下
の
よ
う
な
水
؅
理

を
推
঑
し
ま
す（
図
１
）。
①
一

発
除
草
ࡎ
ࢄ
෍
લ
に
１
～
３
日

程
度
の
ా
ׯ
し
、
水
ަ
׵
を
行

い
、
入
水
後
に
一
発
除
草
ࡎ
を

ࢄ
෍
し
ま
す
。
ද
૚
ണ
離
や
ア

オ
ϛ
υ
ϩ
に
よ
る
除
草
ࡎ
の
֦

ࢄ
Ϝ
ϥ
を
๷
͙
ޮ
果
も
あ
り
ま

す
。
ᶄ
ワ
Ω
が
強
ま
る
લ
に
、

１
～
３
日
程
度
の
ా
ׯ
し
、
໷

間
མ
水
、
水
ަ
׵
を
࣮
ࢪ
し
ま

す
。
ా
ׯ
し
の
程
度
は
ද
໘
水

が
΄
ぼ
ݟ
え
ず
に
、
଍
੻
に
水

が
࢒
る
程
度
の
๞
水
状
ଶ
が
ワ

ཹҙ఺ ໨త

ะ৔の৚݅
ஸೡͳ୅͔͖Ͱۉฏɺ౔໭ΓのΑ͍ా໘ͱ͢Δɻ ༀ֐๷ࢭ
চ͡Ίɺܣ൞のิमΛ͍ߦɺ࿙ਫ๷ࢭΛ͢Δɻ ޮՌ্޲

適੾ͳ২෇͚ ༀ֐Λड͚΍͍͢ೈऑె長බͰͳ͘ɺॆ࣮౓の高͍බΛҠ২͢Δɻ ༀ֐๷ࢭ
බの͕ࠜా໘ʹ࿐ग़͢Δۃ୺ͳઙ২͑͸͠ͳ͍ɻ ༀ֐๷ࢭ

আ૲ࡎのࢄ෍ আ૲ࡎのϥϕϧΛ֬ೝ͠ɺ࢖༻適期ɺճ਺ΛकΔɻ ༀ֐๷ࢭ・
ޮՌ্޲

Ӎɺ෩の͍ڧ日͸ආ͚ɺۉҰʹࢄ෍͢Δɻ ޮՌ্޲

ਫ؅理
�ʙ�ᶲの୷ਫঢ়ଶͰࢄ෍͢Δɻ ༀ֐๷ࢭ・

ޮՌ্޲
ਫͱ͢Δɻࢭɺ�日ؒ͸ޙ෍ࢄ ޮՌ্޲

ଟ೥生
೉๷আࡶ૲

ΦϞμΧɺΫϩάϫΠͳͲ͸ɺ発生期͕ؒ長͘ɺҰ発আ૲ࡎのΈͰ
͸๷আ͕ࠔ೉ͳͨΊɺ༗ޮͳޙ期আ૲ࡎͱ૊Έ߹Θͤͯ࢖༻͢Δɻ ޮՌ্޲

ະ෼ղҴΘΒ
ͳ͠ ɹɹɹɹɹ�͋ Γ

৽͍͠ ͕ࠜଟ ന͍͘

༗Γ͠ׯా ແ͠͠ׯా



− 園 芸 − − 園 芸 − 45

ʵྩ࿨ 5೥ 5݄߸ʵʵྩ࿨ 5೥ 5݄߸ʵ

庄内総合支庁
産地研究室

渡　部　由　理

1
は
じ
め
に

庄
内
地
域
の
主
力
品
目
で
あ

る
ス
ト
ッ
ク
は
、
需
要
期
の
安

定
生
産
や
砂
丘
地
直
播
栽
培
に

お
け
る
八
重
率
の
確
保
等
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
生
産
現
場

で
は
開
花
調
節
技
術
や
高
八
重

率（
オ
ー
ル
ダ
ブ
ル
）品
種
の
導

入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
室
で
は
、
高
八
重
率
品
種

の
作
型
適
応
性
や
、
開
花
調
節

技
術
の
一
つ
で
あ
る
長
日
処
理

の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た

L
E
D
電
球
の
利
用
に
つ
い
て

試
験
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

こ
れ
ま
で
の
試
験
結
果
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

2
試
験
①
高
八
重
率
品
種

の
作
型
適
応
性

⑴
試
験
内
容

高
八
重
率
品
種
の「
ス
ノ
ー

フ
ェ
ア
リ
ー
」、「
パ
ー
ル
フ
ェ

ア
リ
ー
」に
つ
い
て
、
播
種
時

期
が
７
月
下
旬
、
８
月
上
旬
、

８
月
中
旬
の
３
作
型
に
お
い
て
、

慣
行
品
種
の「
カ
ル
テ
ッ
ト
ホ

ワ
イ
ト
」を
対
照
と
し
て
、
開

花
時
期
や
品
質
を
調
査
し
ま
し

た
。

⑵
栽
培
概
要

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
商
品

階
級
は
図
２
の
通
り
で
、「
カ
ル

テ
ッ
ト
ホ
ワ
イ
ト
」が
７
月
下

旬
播
種
が
50
㌢
㍍
中
心
、
８
月

上
旬
播
種
が
60
㌢
㍍
中
心
、
８

月
中
旬
播
種
が
70
㌢
㍍
中
心
だ

っ
た
の
に
対
し
、「
パ
ー
ル
フ
ェ

ア
リ
ー
」で
は
い
ず
れ
の
作
型

も
70
㌢
㍍
が
８
割
以
上
、「
ス
ノ

ー
フ
ェ
ア
リ
ー
」は
７
月
下
旬

播
種
が
50
～
60
㌢
㍍
、
８
月
上

旬
播
種
が
60
～
70
㌢
㍍
、
８
月

中
旬
播
種
が
70
㌢
㍍
中
心
と
な

り
、
い
ず
れ
の
作
型
も
上
位
階

級
割
合
が
高
い
傾
向
で
し
た
。

一
方
、「
パ
ー
ル
フ
ェ
ア
リ
ー
」

は「
カ
ル
テ
ッ
ト
ホ
ワ
イ
ト
」と

比
較
し
て
早
晩
性
が
遅
く
、
８

月
15
日
播
種
で
は
気
象
の
影
響

に
よ
っ
て
は
開
花
が
遅
く
な
り
、

年
内
に
収
穫
が
終
わ
ら
な
い
場

合
が
あ
る
た
め
、
加
温
設
備
が

な
い
場
合
は
早
め
の
播
種
を
お

勧
め
し
ま
す
。

3
試
験
②
L
E
D
を
利
用

し
た
長
日
処
理
に
よ
る
開

花
調
節
効
果

⑴
試
験
内
容

ス
ト
ッ
ク
は
長
日
処
理
を
す

る
こ
と
で
、
花
芽
分
化
、
開
花

が
早
ま
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

今
回
試
験
し
た
高
八
重
率
品

種
は
、
草
勢
が
強
く
、
茎
が
太

く
な
り
や
す
い
点
を
考
慮
し
、

栽
植
距
離
は
、
株
間
を
慣
行
の

15
㌢
㍍
よ
り
短
い
13
㌢
㍍
と
し
、

基
肥
量
は
慣
行
よ
り
３
割
程
度

減
ら
し
ま
し
た
。
詳
細
は
表
１

を
参
照
く
だ
さ
い
。

播
種
後
、
高
温
対
策
の
た
め
、

遮
光
率
40
%
の
資
材
を
２
枚
が

け
し
、
播
種
１
週
間
後
頃
に
１

枚
を
除
去
し
、
播
種
２
週
間
後

頃
に
も
う
１
枚
を
除
去
し
ま
し

た
。

⑶
試
験
結
果

発
芽
率
は
、「
カ
ル
テ
ッ
ト
ホ

ワ
イ
ト
」、「
パ
ー
ル
フ
ェ
ア
リ

ー
」は
96
％
以
上
と
な
り
ま
し

た
が
、「
ス
ノ
ー
フ
ェ
ア
リ
ー
」

は
作
型
に
よ
り
、
65
～
75
％
と

や
や
劣
り
ま
し
た
。
R
３
年
度

の
人
工
気
象
器
を
用
い
た
発
芽

試
験
に
よ
り
、「
パ
ー
ル
フ
ェ
ア

リ
ー
」、「
ス
ノ
ー
フ
ェ
ア
リ
ー
」

は
30
℃
を
超
え
る
高
温
条
件
で

は
、「
カ
ル
テ
ッ
ト
ホ
ワ
イ
ト
」

と
比
較
し
て
発
芽
率
が
低
下
し

や
す
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

高
八
重
率
品
種
は
１
か
所
あ
た

り
の
播
種
粒
数
を
少
な
く
し
て

い
る
た
め
、
高
温
対
策
や
覆
土

の
厚
さ
、
灌
水
量
等
に
注
意
し
、

発
芽
率
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

花
芽
分
化
時
期
、
発
蕾
時
期
、

開
花
時
期
は
図
１
の
通
り
で
す
。

R
３
年
度
、
R
４
年
度
と
も
、

「
カ
ル
テ
ッ
ト
ホ
ワ
イ
ト
」、「
ス

ノ
ー
フ
ェ
ア
リ
ー
」、「
パ
ー
ル

フ
ェ
ア
リ
ー
」の
順
に
生
育
・

開
花
が
早
く
な
り
ま
し
た
。

R
４
年
度
の
八
重
率
及
び
商

品
花
率
は
、「
ス
ノ
ー
フ
ェ
ア
リ

ー
」、「
パ
ー
ル
フ
ェ
ア
リ
ー
」は

八
重
率
98
%
以
上
、
商
品
花
率

93
%
以
上
と
な
り
、「
カ
ル
テ
ッ

ト
ホ
ワ
イ
ト
」と
比
較
し
て
高

表１. 栽培概要

図１. 試験①高八重率品種の作型適応性：生育

図２. 試験①高八重率品種作型適応性：商品内訳

図３. 試験②長日処理試験：発蕾・収穫時期

ま
す
。
そ
こ
で
、
L
E
D
を
利

用
し
た
長
日
処
理
が
生
育
に
及

ぼ
す
影
響
を
調
査
し
ま
し
た
。

⑵
栽
培
概
要

８
月
10
日
に
直
播
し
、
そ
の

他
の
栽
培
概
要
は
試
験
①
同
様

と
な
り
ま
す
。

試
験
区
は
、
無
処
理
と
慣
行

の
白
熱
電
球
、
L
E
D（
遠
赤
・

赤
混
合
タ
イ
プ
）と
し
、
長
日

処
理
は
、
４
時
～
20
時
が
明
期

と
な
る
よ
う
に
朝
夕
の
日
長
を

延
長
し
、
本
葉
が
10
枚
程
度
に

な
っ
た
頃
か
ら
開
花
終
了
ま
で

行
い
ま
し
た
。

～庄内産地研究室の試験の紹介～

ストックの
安定生産に向けて

⑶
試
験
結
果

収
穫
時
期
は
図
３
の
通
り
で

す
。
L
E
D
は
白
熱
電
球
と
同

程
度
に
収
穫
時
期
が
早
ま
り
、

特
に「
パ
ー
ル
フ
ェ
ア
リ
ー
」、

「
ス
ノ
ー
フ
ェ
ア
リ
ー
」は
無
処

理
と
比
較
し
て
８
～
10
日
程
度

早
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
消
費

電
力
量
は
、
L
E
D
は
白
熱
電

球
に
比
べ
て
８
割
程
度
削
減
さ

れ
ま
し
た
。

4
お
わ
り
に

当
室
で
は
、
今
年
度
も
昨
年

度
同
様
に
高
八
重
率
品
種
の
作

型
適
応
性
や
長
日
処
理
の
試
験

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
来
室
い
た
だ
き
、
試
験
状

況
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
需
要
期
の
安
定
生

産
・
出
荷
量
の
確
保
に
向
け
て
、

農
業
技
術
普
及
課
で
も
高
八
重

率
品
種
の
導
入
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
農
業
技
術
普
及
課
で
作

成
し
て
い
る
高
八
重
率
品
種
の

栽
培
資
料
も
あ
り
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

�月 8月 9月 10月 11月 12月 1月
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品種・播種時期

�0DN 60DN 50DN 40DN ֎品

ແॲ理
̕月 10月 ͱͷࠩ

[

্　中　下 ্　中　下 ্　中　下 	月/日

ന೤ిٿ
-&%
ແॲ理

�8
�8
ô
�8
�11
ô
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�3
ô

ന೤ిٿ
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ແॲ理
ന೤ిٿ
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ແॲ理

ύŖſ
ŲŐŗžŖ

ţůŖ
ŲŐŗžŖ

ŜſũŕŪ
ŴƂŘŪ

ిর品種
ൃ᤹期͓Αͼऩ֭期

11月

ൃ᤹期（ൃ͕᤹50�にୡ͠た日）　��ऩ֭੝期（5ׂ）　　　ऩ֭期（１～̕ ׂ）　[ऩ֭੝期ͷࠩ

・播種時期
　R３：７月26日、８月６日、８月16日
　R４：７月25日、８月５日、８月15日
・播種量（１か所あたり）　慣行品種５粒、高八重率品種２粒を直播
・八重鑑別（間引き）　播種10～14日後に１か所１本に整理
・栽植様式：�うね幅180㎝、ベッド幅90㎝、株間13㎝、条間15㎝、６条
・施肥量（㎏/ａ）
　R３：基肥N:P２O5:K２O＝1.0:1.5:1.0、
　　　追肥N:P２O５:K２O＝0.5:0.5:0.5
　R４：基肥N:P２O５:K２O＝1.0:1.5:1.0、
　　　追肥N:P２O５:K２O＝0.4:0.4:0.4＋液肥
・温度管理：�11月下旬から５℃を目安に保温、12月中旬から５℃設定で加温
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1
は
じ
め
に

高
ප
ݪ
性
ௗ
イ
ϯ
フ
ル
Τ
ϯ

β
は
、
ײ
છ
力
が
強
く
、
க
ࢮ

率
も
高
い
こ
と
か
ら
、
ܲ
に
ま

Μ
延
し
た
場
合
に
は
、
ܲ
ཛ
・

ܲ
೑
の
安
定
త
な
生
産
と
ڙ
څ

を
ڴ
か
し
、
ݸ
ʑ
の
農
場
の
ܦ

Ӧ
の
Έ
な
ら
ず
、
ཆ
ܲ
産
業
શ

ମ
に
େ
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
Ո
ச
఻
છ
ප

予
๷
๏
に
お
い
て
Ո
ச
఻
છ
ප

（
๏
定
఻
છ
ප
）に
ࢦ
定
さ
れ
、

発
生
し
た
場
合
に
は
ࡴ
処
分
等

の
๷
Ӹ
ા
ஔ
の
࣮
ࢪ
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

2
ࠓ
γ
ồ
ζ
ϯ
の
ࠃ
಺
の
高

ප
ݪ
性
ௗ
Π
ϯ
ϑ
ϧ
Τ
ϯ
β

の
ൃ
ੜ
ঢ়
گ
に
ͭ
͍
ͯ

今
γ
ー
ζ
ϯ
の
ࠃ
内
の
高
ප

ݪ
性
ௗ
イ
ϯ
フ
ル
Τ
ϯ
β
の
発

生
は
４
月
８
日
時
点
で
26
ಓ
ݝ

84
ࣄ
ྫ
に
上
り
、
ࡴ
処
分
Ӌ
数

は
໿
�
�
�
�
ສ
Ӌ
で
発
生

数
・
ࡴ
処
分
数
と
も
ա
去
࠷
ଟ

ௗΠϯϑϧΤϯβのੑݪපߴ
ൃ生ঢ়گͱ৵ೖ๷ࢭରࡦ
に͍ͭて 庄内総合支庁ɹ

Ոசอ݈Ӵੜ՝ ्ҩࢣ

઒ٱอ　࿨　ر

ϩ
γ
ア
や
中
ࠃ
な
Ͳ
か
ら
ඈ
来

す
る
水
き
Μ
ྨ
や
໺
ௗ
を
介
し

て
ࠃ
内
に
৵
入
し
、
そ
の
΢
イ

ル
ス
を
ܲ
ࣷ
に
࣋
ͪ
ࠐ
Μ
で
し

ま
う
こ
と
で
発
生
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
発
生
予
๷
の

た
め
に
、
໺
ௗ
の
ฅ
な
Ͳ
の
ײ

છ
ݯ
を
࣋
ͪ
ࠐ
ま
な
い
こ
と
、

໺
ௗ
及
び
ω
コ
や
ω
ζ
ϛ
を
৵

入
さ
ͤ
な
い
こ
と
を
ప
ఈ
し
ま

し
Ỷ
う
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

こ
れ
ま
で
高
ප
ݪ
性
ௗ
イ
ϯ

フ
ル
Τ
ϯ
β
の
発
生
が
な
か
っ

た
ࢁ
ܗ
ݝ
、
෱
ౡ
ݝ
、
܈
അ
ݝ
、

ௗ
औ
ݝ
、
長
࡚
ݝ
、
ԭ
ೄ
ݝ
で

も
確
ೝ
さ
れ
ま
し
た（
ࣸ
ਅ
ᶃ

参
照
）。
本
ݝ
に
お
い
て
は
、

ྩ
࿨
４
年
12
月
に
庄
内
地
域
の

ཆ
ܲ
場
で
発
生
し
、
Ո
ச
఻
છ

ප
予
๷
๏
に
基
ͮ
き
๷
Ӹ
ા
ஔ

を
࣮
ࢪ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
શ
ࠃ
త
に
໺
ௗ
で
の

ײ
છ
が
޿
が
っ
て
お
り
、
昨
γ

ー
ζ
ϯ
は
౉
り
ௗ
の
๺
ؼ
行
が

終
了
す
る
̑
月
中
旬
ま
で
౦
๺

や
๺
ւ
ಓ
で
の
発
生
が
確
ೝ
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
Ҿ
き
ଓ
き
、

ݫ
重
な
ܯ
ռ
が
ඞ
要
で
す
。

3
高
ප
ݪ
性
ௗ
Π
ϯ
ϑ
ϧ

Τ
ϯ
β
の
৵
ೖ
๷
ࢭ
ର
ࡦ

に
ͭ
͍
ͯ

⑴
ߴ
ප
ݪ
ੑ
ௗ
Π
ϯ
ϑ
ϧ
Τ
ϯ

β
ͷ
ൃ
ੜ
ݪ
Ҽ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

高
ප
ݪ
性
ௗ
イ
ϯ
フ
ル
Τ
ϯ

β
΢
イ
ル
ス
は
、
主
に
ౙ
ق
に

消
ੴ
փ
や
౿
ࠐ
Έ
消
ಟ
૧
を
利

用
す
る
こ
と
が
一
ൠ
త
で
す
。

消
ੴ
փ
で
ं
྆
の
タ
イ
Ϡ
を
消

ಟ
す
る
場
合
、
タ
イ
Ϡ
１
प
分

以
上
の
෯
で
消
ੴ
փ
ଳ
を
設
ஔ

す
る
ඞ
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

地
໘
に
ࢃ
い
た
消
ੴ
փ
は
１
週

間
΄
Ͳ
で
̿
̝
が
低
下
し
、
消

ಟ
ޮ
果
が
減
ऑ
し
て
し
ま
う
た

め
、
定
期
త
に
ࢄ
෍
を
行
い
ま

し
Ỷ
う
。

౿
ࠐ
Έ
消
ಟ
૧
は
、
ฅ
や
土

今
γ
ồ
ζ
ϯ（
ྩ
࿨
̐
年
10
月
Ỗ
）、
高
ප
ݪ
ੑ
ௗ
Π
ϯ
ϑ
ϧ

Τ
ϯ
β
は
、
શ
ࠃ
త
に
も
多
く
の
ൃ
生
が
確
認
͞
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
、
そ
の
ൃ
生
ঢ়
گ
と
৵
ೖ
๷
ࢭ
ର
ࡦ
に
つ
い
て

঺
հ
し
ま
す
。

な
Ͳ
の
༗
ػ
෺
が
෇
ண
し
て
い

る
と
消
ಟ
ޮ
果
が
減
ऑ
し
て
し

ま
う
た
め
、
長
ۺ
の
Ԛ
れ
を
除

い
て
か
ら
े
分
に
ਁ
௮
さ
ͤ
、

ༀ
ࡎ
を
こ
ま
め
に
ަ
׵
す
る
こ

と
で
よ
り
ޮ
果
త
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
消
ಟ
ༀ
に
ٯ
性
ੴ
け
Μ

を
利
用
す
る
場
合
は
、
ౙ
ق
の

気
温
の
低
下
に
よ
り
ޮ
果
が
ബ

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
高
ೱ
度
で
࢖
用
す
る
、

ผ
の
種
ྨ
の
消
ಟ
ༀ
を
利
用
す

る
な
Ͳ
の
対
策
を
し
ま
し
Ỷ
う
。

ܲ
ࣷ
内
に
資
材
な
Ͳ
を
࣋
ͪ
ࠐ

Ή
場
合
、
そ
れ
ら
も
消
ಟ
す
る

こ
と
を
๨
れ
な
い
よ
う
注
意
し

ま
す
。

ừ
Ӵ
ੜ
؅
ཧ
۠
Ҭ
ઐ
༻
ͷ
ҥ
ྨ
ỏ

ۺ
ỏ
Ո
͖
Μ
ࣷ
͝
ͱ
ͷ
ઐ
༻
ͷ

ۺ
ͷ
࢖
༻
Ử

Ӵ
生
؅
理
区
域
ઐ
用
の
ҥ
ྨ

や
ۺ
の
࢖
用
と
、
Ո
き
Μ
ࣷ
ご

と
の
ઐ
用
の
ۺ
の
࢖
用
を
す
る

こ
と
が
΢
イ
ル
ス
の
৵
入
の
๷

ࢭ
に
େ
੾
で
す
。
長
ۺ
や
ҥ
ྨ

を
ަ
׵
す
る
ࡍ
に
は
、
ަ
ࠩ
Ԛ

છ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
Ỷ

う
。
一
ྫ
と
し
て
、
ܲ
ࣷ
入
り

ޱ
に
ス
ノ
コ
な
Ͳ
を
設
ஔ
す
る

こ
と
で
、
֎
を
Ҡ
ಈ
す
る
長
ۺ

と
、
ܲ
ࣷ
内
を
Ҡ
ಈ
す
る
長
ۺ

を
明
確
に
分
け
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

ᶄ
໺
ੜ
ಈ
෺
ͷ
ର
ࡦ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ừ
๷
ௗ
ω
ỽ
τ
ͷ
ઃ
ஔ
ɾ
म
સ
ỏ

น
ͷ
ഁ
ଛ
ɾ
ܺ
ؒ
ͷ
म
સ
Ử

΢
イ
ル
ス
を
農
場
に
࣋
ͪ
ࠐ

ま
ͤ
な
い
た
め
に
、
໺
生
ಈ
෺

の
৵
入
๷
ࢭ
対
策
の
ప
ఈ
と
、

ܲ
ࣷ
や
ଯ
肥
ࣷ
の
ഁ
ଛ
や
ܺ
間

の
点
ݕ
・
म
સ
を
こ
ま
め
に
࣮

ࢪ
し
ま
す
。
水
き
Μ
ྨ
だ
け
で

な
く
、
ス
ζ
ϝ
も
高
ප
ݪ
性
ௗ

イ
ϯ
フ
ル
Τ
ϯ
β
に
ײ
છ
す
る

こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
か
な

り
খ
さ
な
݀
や
ഁ
ଛ
Օ
所
か
ら

৵
入
す
る
こ
と
が
૝
定
さ
れ
ま

す
。
খ
ௗ
を
ؚ
Ή
໺
ௗ
の
৵
入

๷
ࢭ
に
は
、
２
D
N
࢛
方
以
下

の
໢
目
の
๷
ௗ
ω
ッ
ト
を
設
ஔ

し
ま
す
。
ω
ζ
ϛ
は
高
ප
ݪ
性

ௗ
イ
ϯ
フ
ル
Τ
ϯ
β
だ
け
で
な

く
、
他
の
࣬
ප
を
࣋
ͪ
ࠐ
Ή
Մ

ೳ
性
が
あ
り
ま
す
。
対
策
と
し

て
、
ச
ࣷ
の
ഁ
ଛ
Օ
所
の
点

ݕ
・
ิ
म
や
、
೪
ண
γ
ー
ト
や

ト
ϥ
ッ
プ
な
Ͳ
に
よ
る
ۦ
除
も

༗
ޮ
で
す
。

ừ
Ո
͖
Μ
ࣷ
प
ғ
ͷ
ਗ਼
૟
ỏ
੔

ཧ
ɾ
੔
಴
Ử

ܲ
ࣷ
प
り
に
草
໦
が
ଟ
い
場

合
、
໺
生
ಈ
෺
を
ݺ
び
د
ͤ
る

要
Ҽ
に
な
る
た
め
、
थ
໦
の
Ⴉ

定
や
草
מ
り
を
࣮
ࢪ
し
Ӆ
れ
る

ス
ϖ
ー
ス
を
な
く
し
ま
す
。

4
お
わ
り
に

ࢁ
ܗ
ݝ
内
に
は
、
（ܲ
࠾
ཛ

ܲ
、
೑
ཆ
ܲ
）を
�
�
�
Ӌ
以

上
ࣂ
ཆ
し
て
い
る
農
場
は
75
農

場
あ
り
、
໿
�
�
�
ສ
Ӌ
が
ࣂ

ཆ
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ͪ
、

庄
内
地
域
で
は
ݝ
શ
ମ
の
45
％

に
あ
た
る
55
ສ
Ӌ
が
ࣂ
ཆ
さ
れ

て
お
り
、
ݝ
内
の
か
な
り
の
割

合
を
઎
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ま
Μ
延
๷
ࢭ
の
た
め
に
よ
り
ݫ

重
な
ܯ
ռ
が
ඞ
要
で
す
。
Ո
き

Μ
ࣂ
ཆ
ऀ
の
օ
さ
ま
は
、
Ҿ
き

ଓ
き
ࣂ
ཆ
Ӵ
生
؅
理
を
ప
ఈ
し

て
本
ප
の
発
生
๷
ࢭ
に
౒
め
る

と
と
も
に
、
ࣂ
ཆ
Ո
き
Μ
に
ҟ

ৗ
が
ೝ
め
ら
れ
た
場
合
は
Ո
ச

保
݈
Ӵ
生
所
ま
で
通
ใ
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
Ո
ச
఻
છ
ප
予
๷
๏

ୈ
12
条
の
４
の
ن
定
に
よ
り
、

ܲ
を
１
Ӌ
で
も
ࣂ
ཆ
し
て
い
る

場
合
は
ಧ
け
出
が
ඞ
要
で
す
。

今
後
৽
た
に
ܲ
を
ࣂ
い
࢝
め
る

予
定
の
方
が
い
ま
し
た
ら
、
当

所
ま
で
ご
࿈
བྷ
を
お
ئ
い
し
ま

す
。（
電
࿩
൪
߸
̌
２
３
̑
㿌

̒
８
㿌
２
１
̑
1
）

ࣸਅ① .ʢ೶ྛਫ࢈ল)1ΑΓൈਮʣ̐ ݄̔日時఺

ࣸਅ② .ʢ೶ྛਫ࢈ল)1ΑΓൈਮʣ

⑵
৵
ೖ
๷
ࢭ
ର
ࡦ
ͷ
ॏ
要
ϙ
Π

ϯ
τớ
ࣸ
ਅ
ᶄ
Ờ

ᶃ
ਓ
ɾ
෺
ɾ
ं
྆
ʹ
Α
Δ
΢
Π

ϧ
ε
ͷ
࣋
ͪ
ࠐ
Έ
๷
ࢭ

ừ
Ӵ
ੜ
؅
ཧ
۠
Ҭ
ỏ
Ո
͖
Μ
ࣷ

΁
ͷ
ग़
ೖ
Γ
ͷ
ࡍ
ͷ
ચ
ড়
ɾ
ফ

ಟ
ͷ
ప
ఈ
Ử

Ӵ
生
؅
理
区
域（
農
場
ෑ
地

内
）、
Ո
き
Μ
ࣷ
΁
の
出
入
り

の
ࡍ
に
は
、
ચ
ড়
・
消
ಟ
の
ప

ఈ
が
重
要
で
す
。
消
ಟ
に
は
、

①人・物・車両によるウイルスの持込み防止
・衛生管理区域、家きん舎への出入りの際の
洗浄・消毒の徹底
・衛生管理区域専用の衣服、靴、
家きん舎ごとの専用の靴の使用
・上記措置の記録

②野生動物対策
・防鳥ネットの設置・修繕、壁の
破損・隙間の修繕
・家きん舎周囲の清掃、整理・整頓
・上記措置の定期点検

予防対策の重要ポイント

水辺

家きん舎

【衛生管理区域】

車両消毒

専用の服や靴の使用

実施消毒の

壁や金網の破損修繕

集卵・除糞ベルトの
開口部の隙間対策 家きん舎周囲の整理・

整頓（樹木の剪定等）
鶏舎周囲の池の

水抜き

周辺に水辺のある農場は
①、②の予防対策を徹底

リスクを減らす取組（季節を限って水
を抜く、野鳥を寄せ付けないよう忌避
テープを張るなど）が効果的

野鳥飛来防止対策
（忌避テープを張るなど）




